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誰でもできる！『R の正体』を活用した中学校理科２学年での放射線教育 

札幌市立白石中学校 森山 正樹 

 

2021 年度から中学校において、学習指導

要領が完全実施となった。『中学校学習指

導要領 (平成 29 年告示) 解説 総則編』 

(文部科学省、2018) において、「現代的な

諸課題に対応して求められる資質・能力」

の例として、放射線に関する教育が挙げら

れている(図１)。今回の改訂では、「放射

線の科学的な理解や科学的に探究する態度

などの充実を図り、放射線に関する科学的

な理解や科学的に考察し、情報を正しく理

解する力を育成すること」が特に中学校理科に求められている。そして、中学校理科での

改善・充実した内容として、「第３学年に

加えて、第２学年においても、放射線に

関する内容を扱うこと」が示され、これ

までは３学年で学習していた「放射線の

性質と利用」の内容が２学年の『電流と

その利用』の中でも触れることができる

ようになった(図２)。これまでは３学年

の『科学技術と人間』の単元において、

核燃料は放射線を出していることについ

図１  現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容  

 

図２ 放射線教育の位置づけ 

 

図３ 前回と今回の中学校学習指導要領 理科の変更点（文部科学省、2018） 
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て触れてきた。しか

し、３学年の受験前後

に学習するため、教科

書を読んで終わってし

まう実態が見られた。

これからは２学年の

『電流とその利用』の

単元において、クルッ

クス管の陰極線の学習

に伴ってＸ線が発生す

ることに触れることが

できる（図３）。これ

は、科学的に放射線を

扱うことができる大き

なチャンス！である。 

 放射線に関する上記の学習内容は、移行措置として 2020 年度から実施されている（図

４）。筆者はこの年に２学年に所属していたため、教科書会社から生徒一人一人に配付され

た補助教材を活用して、２学年の生徒を対象に、クルックス管による陰極線の実験を通し

て放射線 (Ｘ線)について触れる授業を実施した。しかし，新型コロナウイルス感染症の 

まん延防止のため、北海道は長期に渡って臨時休校になったため、授業時数が通常よりも

少なくなってしまった（図５）。 

これまで３学年で実施していた「放射線」に関する学習が２学年で行えるようになった

ため実験を交えた授業をじっくり行いたかったが、時間がとれなかったので、放射線教育

フォーラムが 2018 年に制作した映像教材『R の正体～放射線の性質と利用～』（以下、『Ｒ

の正体』、図６）の DVD を活用することによって、短時間で効果的に放射線の授業を展開す

ることができた。 

図５ コロナ禍に学習環境の変化 

 

図４ 学習指導要領改訂に関するスケジュール 
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『Ｒの正体』は放射線の歴史と基

礎知識、性質と利用、人体への影響

などを取材映像と CG アニメーション

でわかりやすく解説している。さら

に、放射線関連の実験映像や福島県

の現状のレポート映像も収録されて

いる。構成は①Ｒの正体 (19 分) ②

実験映像集 (6 分) ③福島の現状を

知る (8 分) になっており、50 分の

授業時間中に放射線について詳しく

知ることができるように重要な内容

がコンパクトにまとめられている。しかし、映像をそのまま流して生徒が見るだけでは主

体的かつ効果的に学ぶことにはつながらないため、授業の際には工夫が必要となる。 

放射線の授業は、『電流とその利用』の単元において、電流の正体を明らかにするために

静電気の学習をしてから、クルックス管を流れる電子を観察する学習の中で、クルックス

管からＸ線が出ていることに触れる展開となっている。そして、この学習の後に電気の性

質（オームの法則や回路の性質など）や電気の利用（発熱、電流と磁界との関係など）に

ついて学ぶ。単元の学習前には、生徒のレディネス調査を行った。その一つとして、放射

線に関するイメージを聞くと、表１のような回答が多く見られた。関連する単語をいくつ

か挙げる生徒が見られ、８割程度の生徒はマイナスのイメージをもっていた。また、１割

程度が放射線の活用として医療や荷物の検査を挙げる生徒がいた。また、数名だが文章で

具体的に放射線について説明できる生徒が見られた。  

表１ 放射線の学習をする前の、放射線に関する生徒のイメージ  

＜関連する単語＞ 

・α線、β線、γ線 ・レントゲン ・有害 ・原爆 ・原発 ・原発事故 核爆弾 

・東日本大震災 ・医療 ・放射能 ・福島 ・MRI ・CT ・Ⅹ線 

＜マイナスのイメージ＞  

・危険 ・あぶない ・体に悪い ・人を殺す ・害がある ・有害 

＜放射線の活用＞ 

・病院で使う ・治療に使う ・荷物の検査 

＜その他＞ 

・生活でのわずかな量では問題ないが、続けて当たるとひばくし、細胞がこわれる  

・骨折した時など見ることができるが、使い方によっては人を殺してしまう危ないもの  

・伝記の本で読んだマリー・キュリー ・太陽から出る 

・浴びすぎると甲状腺がんになる ・目に見えない ・強い光 

図６ 「R の正体～放射線の性質と利用～」 
Teacher's Net (teachers-net.com) 
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放射線について学ぶ前時に、誘導コイルによる放電（図７）やクルックス管に大きな電

圧を加えて陰極線（電子線）の様子（図８）を観察した。その後、陰極線が発生している

とき、クルックス管からＸ線が発生していることを生徒に伝えた。演示実験の際には、生

徒との距離を１ｍ以上離し、短時間で実験することを意識した。生徒と装置の間にはアク

リル板（コロナ対策用）を設置した。秋吉(2019)は、３mm のアクリル板でもＸ線が半分ほ

どに減衰すると報告している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 誘導コイルを用いた放電の演示実験の様子 

 

図８ クルックス管を用いた陰極線の演示実験の様子 

 



5 

図９は板書の様子、図 10 は授業で用いた学習シート（ワークシート）の記述の様子であ

る。学習シートにはその授業の学習課題を示し、授業の最後には振り返りとして、課題解

 

図９ 理科室の板書と装置の様子 

 

図 10 授業で用いた学習シートの記入例 
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決した内容（知識・技能）、生じた疑問（思考）、すごいと思ったこと（感性）、生活との関

連（態度）を毎回書き、授業後に回収して評価に生かしている。図 11 は生徒が振り返った

内容の中で、生徒全体に知らせたい優れた気付きや疑問をまとめたものである。放射線に

ついて学習する当日の学習シートの裏面に、前時に生徒たちが振り返った内容を掲載し、

授業の開始時に仲間の優れた気付きを共有した。 

生徒の振り返りの記述には新しく学習したＸ線に関連する内容が多かった。そこで、本

時の学習課題を「放射線にはどんな種類や性質があり、どのように利用されているのか」

と設定し、目的をもって『R の正体』を通して学びを深めていった。視聴の際には必要に

応じて映像を止めて補足したり、重要語句を板書したりすることにより、生徒は自分事と

して学習課題を解決しようと集中して取り組んだ（図 12）。また、映像の中で自然放射線

を測定する場面では、映像を見るのではなく、筆者が所有している簡易放射線測定器 (映

像と同じ Radi PA-1100) を用いて、教室内のγ線を測定して生徒に示した。視聴覚教材を

そのまま使うのではなく、教師が必要に応じて内容を取捨選択しながら重点的に扱うこと

が、目の前の生徒に合った学びにつながったと考える。図 13 は、この時間に用いた学習シ

ートである。今回も自分の実体験や経験と結びつけて放射線に向き合う姿が見られた。図

14 は、この時間に書かれた振り返りの優れた記述をまとめたものである。  

 

 

図 11 学習シートの裏にまとめた生徒の優れた気付き 
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図 12 「R の正体」を視聴している授業の様子 

 

図 13 授業で用いた学習シートの記入例 
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生徒の振り返りの記述から、放射線について詳しく探究したいという思いが伝わってき

た。しかし、コロナ禍で授業時間が限られているため、「放射線に関する学習は３年生でま

た考えていく」と伝えた。授業時間に余裕があれば、これまで３学年で学習してきた放射

線の遮蔽や距離との関係について、実験を通して明らかにする授業を展開したかったが、

それが難しかった。 

以上で示したように、本実践で

は『R の正体』を活用した。『R の

正体』は素晴らしい映像教材であ

り、さらに Teacher's Net から

YouTube 等で公開されているた

め、手軽に授業で活用することが

できる。ぜひ、全国の現場で広く

活用されることを望む（図 15）。 

 

 

 

図 14 学習シートの裏にまとめた生徒の優れた気付き 

 

図 15 『R の正体』を活用したまとめ  



9 

2021 年度、GIGA スクール構想により一人一台タブレットが整備されたため、学校におけ

る授業の様子が大きく変わった。授業中に疑問が生じた場合には、生徒が自らタブレット

を用いて調べることができるようになった。また、これまで DVD を用いて見せていた視聴

覚教材が、YouTube 等のオンライン映像で手軽に見せられるようになるとともに、生徒が

自分の興味に基づいて個別に視聴することができるようにもなった。教師が授業をデザイ

ンしながら、従来の学習の在り方を変えていく時代が来た。それに加えて、自然科学に関

わる教師として、生徒が自然事象を直接体験することも大切にしていきたい。放射線に関

しても観察や実験を通して、生徒が事象に触れながら科学的に探究していくことを大切に

したい。 

2020 年度の２学年ではコロナ禍のため十分な授業時間が取れなかったので、2021 年度の

３学年における「エネルギー資源とその利用」の学習の中で、放射線についてさらに深め

ていく学習を展開した。また、学習を積み重ねていくうちに、放射線に対するイメージが

負のものから、放射線の活用に目を向けたものへ変わっていった。これらの詳細は、次の

機会に報告したい。 
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 アクリル板の遮蔽について指摘がありましたので，データを提示します。私も所属して研究に関わっ

たクルックス管プロジェクトの進捗状況のまとめにデータが示してあります。これは，大阪府立大学の

秋吉優史先生が中心となって発足・研究を行ったプロジェクトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実際に X 線が出ているクルックス管にてアクリル板を用いて実験したデータです。私が用いた３mm

のアクリル板ですと，約半分程度のＸ線が減衰するとの報告があります（左のグラフの記載「アクリル

0.3mm」は「アクリル３mm」または「アクリル 0.3cm」の間違いだと思います）。 

 

 

 

 


